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東京大学では現在、チリのアタカマ高地チャナントール山頂にTAO 6.5m望遠鏡を建設している。SWIMS-IFU
はその第一期近赤外線広視野多天体分光カメラ SWIMSに面分光機能を追加するイメージスライサー方式の面分
光ユニットである。スライス幅をシーイングサイズ 0.5′′ に最適化し、既存の近赤外線面分光装置より広い視野
17.2′′×14.0′′を実現する。我々はSWIMSがPI装置として運用されていたすばる望遠鏡に最適化したSWIMS-IFU
を完成させ、2022年 3月にファーストライトを行ったが、視野や瞳像のケラレ、望遠鏡構造からの熱輻射による
迷光などの問題点が複数確認された。
そこでTAO 6.5m望遠鏡用 SWIMS-IFUのためにこれらの点を改善した新しい光学設計を行った。限られたス

ペースでケラレと迷光を改善するためには複雑な光学素子配置となり、各鏡面での大きな反射角による収差が発
生するが、自由曲面鏡を採用することでこの収差を補正する。設計の結果、スライスミラーとスリットミラーの
結像面でのRMSスポット直径がそれぞれ<121µm、<127µmとスライス幅（500µmと 182µm）より十分小さく
なる解を得た。自由曲面鏡のアライメントは一般に難しくなるが、すばる望遠鏡用 SWIMS-IFUの製作で有効性
を実証した超精密切削加工を用いた複数ミラーの一体加工技術により負担を軽減し開発を進める計画である。


